
九九しらべ（Ａ×Ａ）
同じ数をかけるかけ算（９こ）をつかって、

のこりの九九の答えをもとめられます。 名前

① 同じ数をかけるかけ算（Ａ×Ａ）

１×１＝ １ ２×２＝ ４ ３×３＝ ９
４×４＝１６ ５×５＝２５ ６×６＝３６
７×７＝４９ ８×８＝６４ ９×９＝８１

② まん中の数を見つけられるようにします。

Ａ 「まん中の数」と「はじとまん中のちがい」を見つけます。

４と６ まん中は、 ちがいは、

の １ ２ ３ ④ ５ ⑥ ７ ８ ９ ５ １

まん中

２と６ まん中は、 ちがいは、

の １ ② ３ ４ ５ ⑥ ７ ８ ９ ４ ２

まん中

３と９ まん中は、 ちがいは、

の １ ２ ③ ４ ５ ６ ７ ８ ⑨ ６ ３

まん中

Ｂ まん中の数がないときは、小さいほうの数にします。「すて◯」とおぼえます。

３と６ ▼ まん中は、 ちがいは、

の １ ２ ③ ４ ５ ⑥ ７ ８ ９ すて４ １

まん中 （４と５の間）

２と７ ▼ まん中は、 ちがいは、

の １ ② ３ ４ ５ ６ ⑦ ８ ９ すて４ ２

まん中 （４と５の間）

２と９ ▼ まん中は、 ちがいは、

の １ ② ３ ４ ５ ６ ７ ８ ⑨ すて５ ３

まん中 （５と６の間）

※ ３と６のまん中は、ほんとうは４と半分（４ ）です。この半分（ ）をすてて、かんが

えるので、「すて４」とよびます。



③ まん中の数があるときのやり方

【４×６】

４と６のまん中は、５ ５×５＝２５ ２５－１＝２４

（５と４の）ちがいは、１ １×１＝ １ だから、４×６＝２４

【２×６】

２と６のまん中は、４ ４×４＝１６ １６－４＝１２

（４と２の）ちがいは、２ ２×２＝ ４ だから、２×６＝１２

【３×９】

３と９のまん中は、６ ６×６＝３６ ３６－９＝２７

（６と３の）ちがいは、３ ３×３＝ ９ だから、３×９＝２７

④ まん中の数がないとき（まん中を『すて◯』にするとき）のやり方

すてたぶんをとりもどすために、さいごに、かけ算の小さいほうの数をたします。

【３×６】

３と６のまん中は、すて４ ４×４＝１６ １６－１＝１５

（４と３の）ちがいは、 １ １×１＝ １ （小さいほうの ３ をたして）

１５＋３＝１８

だから、３×６＝１８

【２×７】

２と７のまん中は、すて４ ４×４＝１６ １６－４＝１２

（４と２の）ちがいは、 ２ ２×２＝ ４ （小さいほうの ２ をたして）

１２＋２＝１４

だから、２×７＝１４

【２×９】

２と９のまん中は、すて５ ５×５＝２５ ２５－９＝１６

（５と２の）ちがいは、 ３ ３×３＝ ９ （小さいほうの ２ をたして）

１６＋２＝１８

だから、２×９＝１８



⑤ となりあった数のかけ算

６と７ ▼ まん中は、 ちがいは、

の １ ２ ３ ４ ５ ⑥ ⑦ ８ ９ すて６ ０

まん中 （６と７の間）

【６×７】

６と７のまん中は、すて６ ６×６＝３６ ３６－０＝３６

（６と６の）ちがいは、 ０ ０×０＝ ０ （小さいほうの ６ をたして）

３６＋６＝４２

だから、６×７＝４２

※ 『６×６＝３６ だから、６をたして ４２』と同じです。



※ 解説 ※

・まん中の数を見つけるのには、指を使うとわかりやすいでしょう。

・まん中の数は、４×６なら、（４＋６）÷２＝５

４×７なら、（４＋７）÷２＝５．５（すて５）で、計算できます。

・まん中の数があるのは、下の表の場合です。

か け る 数

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

１ １ ３ ５ ７ ９

か ２ ４ ８ １２ １６

け ３ ３ ９ １５ ２１ ２７

ら ４ ８ １６ ２４ ３２

れ ５ ５ １５ ２５ ３５ ４５

る ６ １２ ２４ ３６ ４８

数 ７ ７ ２１ ３５ ４９ ６３

８ １６ ３２ ４８ ６４

９ ９ ２７ ４５ ６３ ８１

・まん中の数がない場合（すて□）は、上の空欄にあたります。こちらは、ほかの計算法も考えられ

ます（－２，－６，－１２，－２０・・・でひく方法）。

・このやり方を広げていくと、１０以上の九九の計算もできるそうです。


